
地理Ｂ（自宅学習プリント ９） 先端技術産業 

 

１ アメリカの先端技術産業 

 地図帳の p.78を参考にして、右の図のＡ～Ｉの先端技術産業集積地を答えなさい。 

Ａ エレクトロニクスハイウェー    

Ｂ シリコンアレー          

Ｃ リサーチトライアングルパーク   

Ｄ エレクトロニクスベルト      

Ｅ シリコンプレーン         

Ｆ シリコンマウンテン        

Ｇ シリコンデザート         

Ｈ シリコンヴァレー         

Ｉ シリコンフォレスト        

※Ｆのシリコンマウンテンは、最近教科書に出るようになりました。 

※北緯３７度以南の地域を何と呼ぶか？（ サンベルト    ） 

  １９７０年代以降、北緯３７度以南の「サンベルト」に北東部から企業や人口が移動した。 

   →賃金水準が低い、政府の企業誘致、温暖な気候 

 ⇒北部の伝統的な工業地域は、企業移転、人口移動によって経済が冷え込む。 

   →「スノーベルト」と呼ばれるようになる。 

ＮＨＫ・高校地理講座 

「第 37 回 現代世界の地誌的考察 【現代世界の諸地域】編 世界のさまざまな地域を見てみよう ～アング

ロアメリカ ⑵ ～」が参考になります。 

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/chiri/archive/resume037.html 

 

２ イギリスの先端技術産業集積地 「新地理の研究」p.51を参照 

 シリコングレン   …かつては鉄鋼業や造船業が栄えていたが、近年は石油化学やエレクトロニクスな

どの新しい工業の立地がみられる。 

 

３ インドの先端技術産業集積地 教科書 p.261を参照 

 バンガロール    …航空・宇宙産業、軍需産業の工場が多数立地し、1990 年代以降は「インドのシリ

コンヴァレー」と呼ばれるほど先端技術産業が集積している。大学や企業の研究開

発施設も多数所在し、（ソフトウェアテクノロジーパーク      ）も建設され

ている。また、コールセンターも多数立地している。 

 ※ インドでは、1990年代以降ＩＣＴ（情報通信技術）産業が著しく発達しました。これは、1990年代に

アメリカが軍事技術のインターネットを民間に公開したこと、インドには英語に堪能な人材が多いこと、

インドとアメリカの時差が 12時間程度あるため 24時間体制でソフトウェアの開発ができるためです。 


